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自然保護の本質は生態系の循環をスムーズにすることと考える私は、菌類 による分解に助けられて、

野糞 という方法でそれを実現 してきた。正 しい野糞をして土に埋められたウンコはどのようにして土

に返 り、生態系の循環に組み込 まれていくのか。野糞跡堀 り返 し調査から見えてきたウンコ分解の実

態を、そ して資源=食 料=命 の元 としてのウンコと野糞のすばらしさを紹介する。

羅 はじめに
1970年 、私 は地元茨城 で高校生 を中心 とした 自

然保護 グル ープを作 り、保護活動 を始 めた。 その

頃の私 は、生 き物 は誕生や成長 にこそ価値が あ り、

死 や腐 ることは忌 み嫌 うべ きもの と考 えていた。

ところが、1973年 の秋、山で偶然 出会 ったキノコ

を写真にi撮ったのが きっか けにな り、思 いがけず

自然の本質 を知 ることになった。

そのキ ノコの名前 を調べ よう と、当時出たばか

りの 『きの こ』 とい う小 さなガイ ドブ ックを買 っ

てきた。 そこには図鑑ペ ージの他 に、著者(今 関

六也先生)に よる 「枯れ木や落 ち葉が腐 るとい う

ことの意味」 とか 「物質 の循環利用 と生態系」 な

どの解説が あった。枯 れ木や落 ち葉、動物 の死体

や排泄物 を菌類 が腐 らせ て無機物 にす るこ とで、

植物 は無限の光合成 が可能 になる。 そして、植物

が有機物 を作 り続 けるお陰で、動物 も菌類 も長 い

地球 の歴史 の中 を生 き続 けて こられた のだ。

・植物 は、光合成 によって無機物か ら有機物 を

作 る 黙生産者"

・動物 は、植物が作 った有機物 を食べ る 爪消費

者"

・菌類 は、動植物の死骸や排 泄物 を分解 して無

機物 に返 す 黙分解者"

この三者 に よる生産→消費→分解→生産→ ……

とい う循環 が生態系 の基本で あ り、その流 れを滞

らない ようにす ることこそ自然保護 の本質 だった

のだ。誕 生や成長 だけで な く、死 んで腐 って土 に

返 る こ とが こんな に も大切 な こ とだ った とは!

それ までの自然観のみな らず、死生観 までが見事

にひっ くり返 され てしまった。 この ような自然の

成 り立 ちの基本す ら知 らず に、 えらそ うに自然保

護 を叫んでいた自分 自身が恥ずか し くなった。 し

か もそれ まで、菌類や腐 るこ との重要性 を自然保

護運 動の仲 間内か らも聞 いた ことがなかった。

それか ら間 もな く、私 は分解 の重要性 を訴 える

た めに、それ までの活動 を離れ、新 た にキノコ写

真家 としての道 を歩 み始 めた。

1973年 秋 に は も う一 つ の衝 撃 的 な 出来 事 が

あった。尿尿処理場建設反対の住民運 動が起 きた

のだ。公害や 自然破壊 を引 き起 こすの は企業 や行

政 で、 それ に反対 す る住民運動 は善だ と私 は考 え

ていた。 ところが、 この反対運動 は自分達で出 し

たウンコを臭 くて汚いか ら遠 くの どこかで始末 し

て くれ、 という要求だ。 これでは単 なる住民エ ゴ

ではないか。私の中で善悪 の図式が崩れ てい った。

そ して自分 のウンコも トイ レですれ ば処理場行 き

の運命 を辿 り、 この問題 に関 しては私 自身 も加 害

者 の一人 である ことを強 く感 じた。

そん な時 にキ ノ コに よる分 解 のす ば らし さを

知 ったのだ。 自分 のウンコの始末 に責任 を持つだ

けでな く、 自然保護 を真剣 に考 えるな ら、生態系

の中 に自分 自身 を組 み込 まなければな らない、 と

決意 した。年が明 けた1974年1月1日 、裏 山に登

り、信念の野糞 を林 の中に埋 め込んだ。以来37年 、

野糞の総数:は11,500回 に達 し、21世紀 に入 ってか

らはただの一度 も トイレで ウンコをしていない。
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誉 肪 を変える
その本質 も知 らず に死 や腐 る ことを忌み嫌 って

いた私 のように、人 は多 くの場合、真の姿 を見極

め ようともせず に、勝手 な思 い込 みで物事 を判断

して しまうものだ。 しか も、 それ は人間社会の常

識 や良識 に照 らして良 か れ と思 っての ことだか

ら、 かえって始末が悪い。

人間 は自分たち を、 この地球上で最 も優 れた生

き物 だ と思 ってい る。いや、信 じて疑わ ない。た

しかに、現代人 は科学や医学 な ど様々 な知識や能

力 を持 ち、豊かで快適 な生活 を送 っている(よ う

に見 える)。 しか し、生身の人 間の生 き物 としての

ヒ トの生 きる力、 とい う基準 で見た らどうなのだ

ろ う。常 に多 くの何 かに助 けられ、支 え られて成

り立 っている我々の生活 は、 た とえば、地震や台

風 な どの災害で電気や水 が止 まっただ けで、たち

まち命 の危機 にさえ直面 す る。 それ なの に、厳 し

い自然 の生存競争 を自力 で生 き抜 いている他の生

き物 たちを、上か ら目線 で見下 してはいないか。

自然保護が 「人間が 自然 を守 ってや る」 というこ

とであれ ば、私 はそこに傲 慢さ しか感 じられない。

謙虚 に自然 を見つめ、我々人間 の活動が生態系 を

乱 さないように注意 しよう、 とい うのが今の私が

考 えている自然保護 の精神 だ。

キノコのす ごさに打 ちのめされた ところか らス

ター トした私の写真 は、 キノコ(被 写体)を 下か

ら仰 ぎ見 るようなカメラア ングル に自然 になって

いった。写真家 へのデ ビュー作 となった小 さなハ

ナオチバタケの写真(写 真1)に も、キノ コに対

す るそうい う目線 が明確 に表れていた。

さ らに、 コケ、変形菌、 カ ビ…… と撮影対 象を

写真1ハ ナオチバタケ。写真家
へのデビュー作

広 げ るたびに、ちっぽ けな被写体が見せ て くれ る、

微細 な ところまで けっして手抜 きを しない造形の

美 しさに、 自然への畏敬 の念 は深 まるばか りだ っ

た。

コツブ ヒメ ヒガサ ヒ トヨタケ は傘 の径 が2cm

ほ どの小 さなキノコで、しゃがんでみた ところで、

どうして も上か ら見下 ろす ようになって(写 真2)

しまう。 しか し、 もし自分 が地面 を這 う小 さな虫

だった ら、地面か ら見上 げるキノコ(写 真3)は

それ こそ 日傘 を広 げた ような、端正 で優美 な姿 を

見 せて くれ るに違いない。見下 ろすか、 それ とも

見上 げるか とい うち ょっとした 目線 の違 いだ けで

も、同 じ物が こんなにも違 って見 えて くる。謙 虚

に自分が低 くなるこ とで、簡単 に相手 のす ば らし

さを発見 できるのだ。

葉 の表面 を白い菌糸が覆 い、 うどん粉 をまぶ し

た ように見 える うどん こ病 菌。見 つけれ ば情 け容

赦 もな く殺菌剤 をシュッとひ と吹 き、た ちまち殺

され る。 目先の利益 しか考 えない人 に とっては迷

惑 なだけの病原菌か もしれないが、 うどん こ菌 も

自然 を構成す る生 き物 の一 員だ。 なに も人 を困 ら

せ るために存在 してい るわ けではない。 その真の

写真2コ ツブヒメヒガサ ヒ トヨ

タケを見下ろす

写真3コ ツブ ヒメヒガサ ヒトヨ

タケを見上げる
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写真4ク ワ裏うどん 写真5ク ワ裏 うどんこ

こ病菌。葉裏 病菌。子実体の

の病徴 アップ

姿 を知 るために、ルーペ等 を使 って じっ くりと見

てほ しい。

クワの葉裏 に発生す るクワ裏 うどん こ病菌(写

真4)は 、 白い菌糸の中 に微小 なつぶつぶが見 え

る。 これは子孫 を増やすために胞子 を作 る子実体

(写真5)で 、小 さ くて黄色 い未熟 な ものか ら中 く

らいのオ レンジ色、 そして黒 くて大 きな成熟 した

もの まである。熟す と横 に細 い針 を伸 ば し、伸び

きると針 は下 に下が って立 ち上 が り、子実体 は浮

き上 が る。す る と胞子 の詰 まった 子実 体 は風 に

乗 って新天地 を目指すが、 この菌 は生 きている葉

の上 で しか生 きて行 けない。地面 に落 ちた ら犬死

にだ。 しか し、飛 び出す頃 にな ると、頭 に粘液 を

出 して、触 れた葉 っぱにぺた っとひっつ く。

嫌 われ者 の うどん こ病菌で さえ、自然 の中で生

き抜 くために これ ほ どの工夫 と努力 を しているの

だ。それに比 べて人間様 はどうだ ろう?他 の生

き物 をN'ケ ダモノ"と かN雑 草"な どと見下 して

平気でい る人 間の常識や良識 は、果 た して本物 な

のだ ろうか。私 はキノ コの正体 を知 った時 に、「自

分 は生 き物 として、小 さなキノコ1本 に も劣 るの

で はないか」 とつ くづ く考 え込 まされた。 そんな

キノコのすば らしい生 き方 を一人 で も多 くの人 に

知 っていただ きたい。

鞭 キノコのはたらき

3.1分 解

キノコは有機物 を分解 して無機物 にす るとはい

うけれ ど、キノ コだって生 き物で あれば、養分 を

得 なけれ ば生 きられない し成長 もで きない。 まし

てや子孫 を増 やす ことな どできっこない。光合成

を して自力で栄養 を作 りだす植物や、植物 の作 っ

た有機物 を食 べて生 きる動物 に対 して、菌類 は ど

の ようにして栄養 を取 っているのだ ろう。キノ コ

の代表的 な生活の場 である林 の中で、分解者 とい

われ るキノコの生 き方を実際 に見 てみ よう。
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た とえキノ コが見当た らな くて も、足元 の落 ち

葉 をそっ とめ くってみれ ば、 白いカ ビのよ うな も

のが湿 った落 ち葉 にま とわ りついてい る(写 真6)

のが見 られるはずだ。 これ はモ リノカ レバ タケな

どの落葉分解菌 の菌糸体 であ ることが多 い。菌糸

体 は太 さ数 ミクロンの微細 な菌 糸が大量 に集 まっ

た もので、実 は これ こそがキ ノコの本体 なのだ。

菌 糸か ら酸素 を分泌 し、落 ち葉 を分解 して、つ

ま り消化 して、必要 な養分 を吸収 して菌糸体 は成

長 す る。 この場合、 キノコの食 べ物 は落 ち葉で あ

り、その分解物 の中か ら必要な有機物 を吸収 し、

不 要な無機物 はその まま土の中に残 される。つ ま

り、キノ コは落 ち葉 とい う有機物 を分解 して無機

物 にもす るけれ ども、 その無機物 を利用 している

わ けではない。 キノコが消化・吸収 した(食 べた)

後 に捨 て られる ものが無機物 なのだ。 とい うこと

は、「キノ コは有機物 を分解 して無機物 にす る」と

い うよ りも、 「キノコは無機物 の ウンコをす る」と

か、「無機物 はキノコの ウンコだ」 と言 った方が、

む しろ正確 なのか もしれ ない。

さて、大量 の落 ち葉 を食 べて菌 糸体が大 き く成

長 す ると、子孫 を増やすため にキノ コとい う繁殖

器官 を作 り、胞子 を散布す る。 キノ コが生 えてい

る根元 の地面 を掘 って、 その断面(写 真7)を 見

てみ よう。一番上 の今年落ちた落 ち葉 の層 はまだ

分解 されずにそのままの姿 を とどめている。 その

写真6落 ち葉に広がる菌糸体

写真7キ ノコに分解 される落ち葉層の断面



下 の昨年 の落ち葉 層 は菌 に分解 されて 白っぼ くな

り、ボロボロに崩れてい る。その下 は無機養分たっ

ぷ りの腐植土 にな り、 これは植物 に とって この上

な く嬉 しい土壌で ある。なお、 キノコの体 は もち

ろん有機物でで きていて、死 ねば他 の菌(バ クテ

リア)に 分解 され、 これ も最後 は無機物 になる。

次に、柔 らか い葉 っぱで はな く硬 い枯れ木 の分

解 を見 てみ よう。写真8は 一抱 えもあるアカマ ツ

の倒木 で、伐 り倒 されてか ら7～8年 たった。す

で にヒ トクチタケやマ ツオ ウジな どのキノコが発

生 したが、中で もこのヒメカバイロタケ(写 真8)

は毎年発生 し続 け、 さすがの硬 い材 もボロボロに

崩れて苔生 して きた。 この ようにほとん ど腐植 に

なる と、そ こに種子が落 ちれ ば芽生 えて、生育 し

ていける(写 真9)。 これ は、 キノコの分解 が硬 い

枯れ木 を新 しい命 の誕生 に結 びつ けた証拠 の写真

で もある。

林 の中だ けでな く、キノコは身近 な所 にも沢 山

いる。写真10は 湿気 のあ る洗面所 の柱 に生 えたマ

ツオウジで、た とえ家の中で もキノコの食 べ物 が

あ り、水分や温度条件 がそ ろえばキノコは発生す

るのだ。すで に この柱 は相 当腐 れが進 んでい るに

違いない。

ナヤノ シロチャワンタケ は廃屋 な どの湿気 った

畳や じゅうたんに よく発生す るが、写真11の ナヤ

ノシロチ ャワンタケは野外 に捨て られた新聞紙 に

生 えていた。紙 はパ ルプか ら作 られ るが、製紙や

印刷段階で様 々な化学物質が使われ、 自然 の まま

写真8倒 木 を分解するヒメカバイロタケ

写真9分 解された倒木上での芽生え

写真10洗 面所の柱 に生えたマツオウジ

写真11新 聞紙に生えたナヤ ノシロチ ャ

ワンタケ

の植物繊維 で はない。 しか し、 そうい う物 に も生

えるキノコの分解力 は、我々 の予想 をはるかに超

える ものが ある。

ウスキイロカワタケは(写 真12)傘 もヒダ も作

らず、枯れ木 にペタ ッと貼 りついて、 もちろん食

に も薬 に もな らない面 白みの少 ないキノコだ。一

生懸命写真 に撮 って もほ とん ど出番 のない、 いわ

ぼ売れないキノコの代 表選手 だった。 ところが、

20年 近 く前 に一度だ け脚光 を浴 びた事が ある。毒

性が強い上 に分解 も困難 なダイオキ シンを、 この

キノコが分解 す ることが究明 されたのだ。 お陰 で

私 はホクホ ク、ウスキイロカワタケ はだいぶ肩身

写真12ウ スキイ ロカワタケ
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が広 くな ったに違 いない。 このキ ノコは分解 した

材が 白っぼ くな る白色腐朽菌だが、その後 の研究

で全ての白色腐朽菌 にダイオ キシン分解能力が あ

るこ とが分 かった。 シイタケ ・ナメ コ・ヒラタケ・

エ ノキタケ ・マイタケ…一一その他 多 くのサル ノコ

シカケ等 々、 白色腐朽菌の種類 は膨大 で、 どこに

で もいるあ りふれた キノコ群 だ。鼻が高 くなった

の も束 の間、 ウスキイ ロカワタケは また もや並以

下 に格下 げになった。

多 くの人 はキノコに対 して、食べ る以外 に どれ

ほ どの価値 を認識 してい るだ ろう。 マツタケな ど

に狂喜す るだ けで な く、人知 れず にひっそ りと、

しか し確実 に環境 浄化 まで して我々 を守 って くれ

るキノコに少 しは感謝 して もいいので はないか。

メキシコ湾の海底油 田事故 では、大量の原油流

出による海洋汚染 が大 問題 になったが、 その後 間

もな く原油 を食 べ るバ クテ リアの大繁殖 が報 じら

れ た。 さらについ最近 は、猛毒の ヒ素 を食 べ るバ

クテ リアの発見 もあった。 これ までの常識 を超 え

る分解能力 を持 った菌類が これか らも続 々発見 さ

れ るに違 いない。

菌類 は動植物 由来 の死んだ有機物 を腐 らせ、土

に返 して生態系 を回して いるだ けではない。 その

分解力=浄 化作用が なけれ ば、地球環境 も我々の

命 も存続 で きないこ とを、多 くの人が しっか りと

肝 に銘 じてほ しい ものだ。

3.2寄 生

死 んだ有機物 を腐 らせ る分解菌だ けでな く、生

きて いる動植物 に取 り付 いて殺 して しまう寄生性

の キノコもい る。 その中で も有名なのが、 セ ミタ

ケな どの冬虫夏草 だ(写 真13)。 また、林業 ではナ

ラタケやネ ッタイスル メタケな どが生木 を枯 らす

害菌 として恐れ られてい る。 はっ きり言 って、寄

生菌 イコール病原菌だ。 しか し、寄生菌 は、 そし

て病気 に した り殺 した りす ることは、 ただ単 に悪

いだけなのだ ろうか。

冬虫夏草の名 前や存在 は多 くの人が知 っていて

も、実際 にそれ を見た り採集 した ことのあ る人 は

少 ない。その多 くはめったに見 られない珍菌 とし

て も有名 だ。 どれ くらい珍 しいか とい うと、私 は

1999年 の夏、近所 の林へ野糞 をしに行 ったその現

場 で、カマキ リの卵か ら生 えるコゴメカマキ リム

シタケ とい う冬虫夏草 を見つ けた。専門家 に調べ

て もらうと、1951年 に秩 父の山中でたった一度だ

け採集 され て以来の、なん と48年 ぶ りの第二の発

見 だった。

それ ほ ど発生の まれな冬虫夏草だが、時々大発

生す るこ とがあ る。 どんな時 に?あ る特定の昆
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虫が大発生す ると、 こん どはその虫 に寄生 する冬

虫夏草が大 量に現れ て、 その虫の多 くを殺 し尽 く

すのだ。た とえば、ブナの葉 を食 べ るブナアオ シャ

チ ホコが大発生す る と、 ブナ林 が食害 を受 け、 そ

れが何年 も続 けばブナ林 は壊滅 する。 しか し、翌

年 にはサナギタケが大発 生 してそれを殺 し、 ブナ

林 の崩壊 を防 ぐのだ。

ナラタケ病 を起 こし、生 きている樹木 を枯 らし

て しま うナラタケ も、元気 な木 には寄生 しない。

傷 ついた り弱 った りした木が ナラタケ病 に冒 され

て枯死 す るだ けだ。

自然 とい う生 き物社会が健全であ るためには、

生態系のバ ランスを崩す異常発生 や、不健全 な生

き物 が多数存在す る ことは許 されない。病気 はバ

ランス崩壊や不健全状 態の警告であ り、死 はそれ

らを除去 して健全化す るための、無 くてはならな

い大切 なシステムだ。それは人間社会の倫理観 な

どとは次元の違 う、生 き物社会本来 の厳 しい掟 だ

と私 は考 えている。

3.3共 生

キノコにはもう一 つ、樹木 と共生 して生育 を助

ける とい う重要 な役 口が ある。た とえば、 マツ と

マ ツタケ、 シラカバ とべニテ ングタケの ように、

やせた土地 で も樹木が元気 に育 つためには、共生

す るキノコはな くて はならないパ ー トナーだ。

その共生関係 は次の ようにして行われ る。 キノ

コの菌糸が木の根の先端部分 を包 み込 んだ り、根

の組織 内に もぐり込み、菌根 とい う構造 を作 る(写

真14)。 地 中に広 く伸 びてい る菌 糸(写 真15)は



写真14べ ニテングタケの根元に広がる菌根

写真15こ ん棒状の菌根 と伸び広がる菌糸

土壌 中か ら水分 や無機養分 を旺盛 に吸収 し、菌根

か ら樹木 に送 り込む。 たっぷ りの養分 を供給 され

た木が元気 に成長 しないわけが ない。 さ らに、根

は菌 糸に包 まれて保護 され、外敵 か ら守 られ る と

い う利点 もある。 そして樹木 は、光合成で作 った

糖類 な どをキノコに与 えて、お返 しをす る。

毒 キ ノコの中 で も有名 な ドク ツル タケ(写 真

16)は 、致死率50%と いう猛 毒菌 だ。 キノコ狩 り

や食 べ るのが好 きな人 は、 こんな危 ないキノコは

無い方がいい と思 うだろう。 しか し、恐 ろしい ド

写真16ド クツルタケ

クツルタケ も共生菌で、人 間の思惑 をよそに樹木

を育 てて森造 りに貢献 しているのだ。

我 々人間 は家畜 を襲 うオオカ ミを殺 して絶滅 さ

せたが、 その結果 はどうなっただろ う。天敵のい

な くなった シカが大繁殖 し、各地 で森 を食 い尽 く

して大問題 になってい る。 目先 の利益 に惑わ され

て、自然 に手 を加 えることがいかに愚か な ことか。

この共生菌 に限 らず分解菌 も寄生菌 も、 そして毒

キノ コも病原菌 も、 自然の中には一 つ として無駄

に生 きている生 き物な どいないのだ。

3.4糞 生菌=生 態系の要 はウンコ

動物 の糞 に生 えるキノコはもちろん分解菌 なの

だが、あえて こういう項 目を立 てたのは、生態系

をきれい ごとで済 ませた くなかったか らだ。

まずは、 この阿寒町の牧場 で写 した馬糞 に生 え

るツヤマグ ソタケの写真 を見ていただ きたい(写

真17)。 長年 キノコ写真家 としてや って きた私 に

とって、 この一枚 は最高傑 作の一 つだ と自負 して

い る。 とい うの も、私が写真で訴 えたかった分解

の さらに先 にある生態系の姿が ここにあ るのだ。

土の中の無機養分 を吸収 して牧 草が育 つ。 その

牧草 を食 べて馬 が成長 し、糞 をす る。その馬糞 を

キノコが分解 して、無機養分 を土 に還す。その無

機養分 は再 び根 か ら吸収 され て牧草の生育 に使 わ

れ る。牧草(植 物)→ 馬(動 物)→ キノコ(菌 類)→

土(無 機養分)→ 牧 草→ …… とい う生態系の循環 の

姿 だが、実 はここにもう一 つ、 キノコの循環 も同

時進行 している。 キノコが散布 した胞子 は、付近

の牧草 に付着す る。馬が食 べているのは胞子のつ

いた牧草 で、馬 の腸内で胞子 の発芽が促進 され る。

馬 糞 と共 に地面 に落 ちた胞 子 はその中で発芽 し、

菌糸 はす ぐに馬糞 を分解 し始め る。胞子 は自分が

取 り付 く食 べ物 を探 し求 めることもな く、労せず

して ご馳走 の中に招 じ入れ られ るとい うわけだ。

さて、 ここで見落 としてはならないのが、馬糞

の存在だ。キ ノコが分解 しているの は牧 草で も馬

瞳
写真17馬 糞に生えるツヤマグソタケ
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ヒ ト

動物

植物 ウンコ

土壌動物

菌類:分 解者

土:無 機養分

図1ウ ンコを巡る生態系

細い線は広い意味での食、太い線は排泄。

で もな く、馬糞 なのだ。馬が草 を食 べ ることで生

成 され る馬糞 こそが、 ツヤマ グソタケの ご馳走 な

のだ。 さらに、 この牧場 にお ける生態 系の循環 の

中で、菌類 が分解 している最大の ものは馬糞で は

ないのか。馬が一生の うちに出す馬糞 が どれ くら

いの量 になるのか、残念 なが ら私 にはデータが な

いが、馬 の体重 の数十倍 にはな ると思 う。 ちなみ

に、人 間 が 出す ウ ンコの量 は一 日 に200～300g

だ。とい うことは、1年 間 に100kg近 いウンコを

す る。一生 では、平均寿命 を掛 ければ5～8ト ン!

体重 の100倍 もの ウンコをしている計算 になる。

ともあれ、動物由来の死 んだ有機物 の量 は、死

骸 よりも糞の方が はるかに多 い と考 え られ る。 つ

まり、糞が なければ生態系 はスムーズ に循環 しな

い し、糞の ない生 態系な どあ りえないのだ。 とこ

ろが世間一般 で は、汚 いか らとウンコに蓋 をして、

生態系 は植物 →動物→菌類→土→植物→…… と、

きれ いご とで済 ませて しまう。 そこで私 な りに考

えた 「ウンコを巡 る生態系」 とい うもの を紹介 し

よう(図1)。 生態系 の中心 にあえて ウンコを置 い

たの は、好 き嫌 いや偏見で本当 に大切 な ものか ら

目を逸 らしてほ しくない、 とい う思 いか らだ。

灘 上りと下りの食物連鎖
生 態系 の 中の重要 な要 素 として食 物連 鎖 が あ

る。光合成で無機物か ら有機物 を作 り出す植物 を

出発点 に、植物→草食動物→ 肉食動物→ さらに上

位 にいる肉食動物 へ と続 く、食物 という観点か ら

の物質循環だ。 そこではライオン ・ワシ ・タカな

どと共 に、人 間様 がその最上位 に位置付 けられて

いる。当然の こととして この食物連鎖 は多 くの人

に受 け入れ られてい るが、私 はその半端 さに、尻

の辺 りにた まらないむず痒 さを覚 えて しまう。
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それ は食物連鎖が 「食べ る」 とい う一面 だけを

見ていて、「その後」 につ いて何 も語 らず、 口を、

いや尻 を閉 ざしているか らだ。食 べれば、必ず出

さなければな らない。そ して最上位 にい る動物 も、

いずれ は死 ななけれ ばな らない。食 べ られた もの

はウンコとな り、食べ られ そこな った ものは死骸

となって、食物連鎖 の後 には大量の ウンコと死骸

の山が残 るのだ。

生態系 は循環 しなけれ ばならない。 な らば、植

物 に始 ま り上位 の動物 に至 って終 わ る食物連鎖だ

けでな く、 ウンコ と死骸 に始 まって植物 に至 る裏

の連鎖がな ければな らない。 そこで私 は、植物か

ら始 まる通常 の連鎖 を 「上 りの食物連鎖」 そ して

ウンコな どか ら始 まる連鎖 を 「下 りの食物連鎖」

と呼ぶ ことにした。ちなみに、上 りの連鎖 には「生

食連鎖」、下 りの連鎖 には 「腐食連鎖」とい う言葉

があ ることを後 になって知 ったが、私 には「上 り、

下 り」の方が より密接 な関連 が感 じられ、今で も

気 に入 って使 っている。

先 に示 した 「ウンコを巡 る生 態系」 を もう一度

見ていただ きたい。上 りの食物連鎖 は、図 の上部

の植物→動物→ ヒ トと、植物→ ヒ トだけ しか表 し

ていない。 それ に比べて、下 りの食物連鎖 は、植

物 ・動物 ・ヒ トか らの下向 きの矢 印だけで な く、

ウンコか らの矢印が示す ように、動物 と菌類 を通

して土:無 機養分 に至 る、 まさに循環 の立役者 な

のだ。 そ して、 この土:無 機養分か ら、植物 によ

る上 りの食物連鎖が再 出発 する。

糠 ウンコはし、かにして土に返るカ・

5.1正 しい野糞の仕方

ウンコを土 に返 すのは ともか くとして も、野糞

という行 為 に対 しては 「汚 らしい、下 品では した

ない、軽犯罪 だ」等々批判的 に とらえる人 も多 い

と思 う。私 に して も出 しっ放 しで紙 が載 っている

一般的な野糞 は
、汚 らしいしマナー違反 で大反対

だ。だか ら、私 は 『伊沢流イ ン ド式野糞法』 とい

う正 しい野糞 を実践 してい る。 イ ン ド式 というの

は、少量 の水 を使 って手で洗 い清 める ことに由来

して名付 けた。 その正 しい野糞 は、 このようにし

て行 われ る。

自然破壊や環境 汚染 にな らないよ うに、場所 を

:選ぶ。穴 を掘 って、土 に埋 める。人工物の紙 は使

わず、葉 っぱで拭いて、水 で仕上 げる。野糞跡 に

は枯れ枝で 目印 を立 て、富栄養化 を防 ぐために も

次 の野糞 まで1年 以上間 をお く。細 い枯 れ枝 で も

朽 ちるまで に1年 以上 かかるた め、 この 目印は極

めて有効 だ。



正 しい野糞の鉄則 を簡潔 に言 えば、 こうな る。

『場所 選 び 穴掘 り 葉 で拭 き 水仕 上 げ 枯 れ

枝立 てて 年 に一回』

とにか く自然 に基準 をお き、生態系 の循環 を目

指 して始 めた ことであ り、長年 に亘 って研鐙 を積

んで到達 した野糞法だ。 ここでは省略す るが、軽

犯罪や衛生面 な どの批判 に対 して もある程度の考

察 は済 ませて あ り、簡単 にケチをつけ られ るよう

なお粗末 な もので はない とい う自信 もある。

5.2野 糞跡掘 り返 し調査

上 りの食物連鎖 に関 しては、 これ まで に多 くの

研究が なされた に違いない。 しか し下 りの食物連

鎖 では どうだ ろう。 ましてや人糞 を素材 に した研

究 となった ら、 これ は皆無 に等 しいので はないだ

ろうか。 しか し、人間 も生 き物社会 の中で生 きる

一 員 で あれ ば、 自分 た ちの ウ ンコに こそ責 任 を

持 って解明 しなけれ ばい けない と私 は思 う。

2007年 ～2009年 にか けて、私 は184点 の野糞跡

でウ ンコが どのように分解 されて土 に返 って行 く

のか を調べた。 その内の150点 は実際 にウンコを

掘 り出 し、 出現す る生 き物 や ウンコの表面お よび

内部 の様子や匂 いな どを調べた。 そ して個々の調

査結果 を、脱糞か らの経過 日数順 に追 って行 くこ

とで、ウ ンコ分解の過程 が明 らかになってきた。

また、一昔前 の農業で は糞尿 を下肥 として活用

していたが、 その熟成具合 を味見 して確認 した と

聞いている。 そ こで私 も勇気 を出 して、分解後の

ウンコの味 も調べて みた。なお、 この調査 は次の

ように3回 に分 けて行 った。

⑳2007年5月26日 ～9月25日 、調査用野糞 を

105点 用意 す る。8月29日 ～10月1日 、掘 り

返 し調査、101点 。脱糞後最短4日 後、最長119

日後。夏場 の分解(分 解 の基準)を 調べ る。

(B)2007年12月2日 ～2008年3月11日 、調査用

野糞63点 。3月4日 ～3月26日 、掘 り返 し

調査29点 。脱糞後最短15日 後、最長108日

後。冬場 の分解 を調べ る。5月24日 ～6月15

日、掘 り返 し調査5点 。夏場 に入 った時点で

の分解状 況 を調べ る。分解後 の味調査 は170

日後 の もの1点 。9月29日 ～11月2日 、キノ

コの発生調査。地上部 の観察 は全63点 、掘 っ

て地下部 を調べたの は11点 。

(C)2009年4月20日 ～9月28日 、調査用野糞16

点。10月12日 ～11月30日 、掘 り返 し調査11

点。脱 糞後最短19日 後、最長194日 後。主 に

分解後 の味調査。10月11日 ～12月4日 、全

16点 観察。夏場 の野糞跡のキノ コ発生 を主 に

調 べ る。

5.3動 物 による食分解

夏場 の野糞の分解 は、出た とた んに群が って く

るハ エの食分解か ら始 まる。数か らすれ ばキンバ

エが圧倒的 に優 勢だが、い きな りウンコに産みつ

けられるセンチニ クバエ(写 真18)の ウジの分解

力 こそ凄 まじい。

ほ とん どの人 はウンコに群 がるハエ を見て、だ

か らハ エは不潔 なのだ と考 えるだろ う。 しか しハ

エ こそは、 その汚い ウンコを食べ て始末 して くれ

る トップランナーなのだ。 思考 の基準 を どこに置

くかによって、汚 らわ しい どころか、 む しろあ り

がたい昆虫 だ と私 は考 えるようになった。むしろ、

唯我独尊 の傲慢 な人間性 こそ、最 も汚 らわ しい も

のなのか もしれ ない。

次 に、土 に埋 めた ウンコを掘 り返 して食べて し

まう獣 の存在 も大 きい。人 間は栄養価 の高 いご馳

走 をたん まり食べてい るが、 ヒ トの消化器官の消

化 ・吸収能力 は限 られてい る。多 くの栄養が未消

化 の まま、ウンコ とな って出て行 って しま うのだ。

その ような人糞 は、野生の獣 たちに とっては野山

で探 す食物 な どよ り、 はるかに栄養 たっぷ りの ご

馳走 だ。 だか ら食物の乏 し くな る冬場 は特 に、掘

り返 されて食 べ られて しま う野糞 の数 は急増 す

る。 この調査 では、冬場 のその数 は夏場 に比べて

5倍 に達 した。

脱 糞後 最短 の4日 後 に掘 って調 べ た野 糞跡 で

は、ア リが食べ て潜 り込んだ直径1mm程 の小 さ

な穴 が数個 あった。次の脱 糞後6日 後 では糞虫(こ

の時 はツヤエンマ コガネ)が 食 べて空 けた トンネ

ルが多数貫通 し、 その中 には数匹の虫 の姿 もあっ

た。

ウンコを食べ る虫 とい えばす ぐに糞虫(セ ンチ

コガネの仲 間)を 思 い浮かべ るが、 この調査で は

む しろア リの方が活躍 して いた。 ア リの巣 状 に

な ってい るウ ンコが い くつ も出て きたが、特 に脱

糞60日 後 と70日 後 の二つの野糞跡 では、多数 の

ア リの蜻 まで現れた。ウンコを食 べては巣 を広 げ、

写真18 ウンコにウジを産みつけるセン

チニクバエ
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写真199日 後で分解後期に入 ったばかりのウン

コの断面。糞虫 とアリが食べた穴が一面

にある

卵 を産み、幼虫 を育 て、60～70日 で蠕 にまで育 て

上 げたのだ ろう。 まるでお伽噺のお菓子 の家 な ら

ぬ、 ウンコの家 だった。

夏場の調査 で は、ア リか糞虫、 また は両 方が食

べた痕跡(穴)が 、 ほぼ全 ての野糞跡 で(写 真19)

見 られた。 また、脱糞直後 にあれほ ど沢 山いたは

ず のハエの ウジが、掘 り返 し調査時で はあ まり見

られ なか った。 ア リの餌食 になって しまったのだ

ろうか。

一方、冬場 の野糞跡調査で は、ア リと糞虫 はそ

の姿 も穴 も皆無 だった。 そのかわ りに半数 ほ どの

ウンコの中にウジが いた。暖かい 日には野糞 の最

中 に小 さなハ エを少 しは見か けたが、いつの問 に

卵 を産みつけたのか気付かなか った。 また、野糞

跡 に小 さなヤスデが よ く現れ るの も、冬場 の特徴

だ った。

食分解 では人糞 を食べた動物 が さらに消化吸収

して、 より分解 の進んだ糞 を排泄 する。 その糞 も

まだ有機物 であ り、最終的 に無機物 に まで分解す

ることこそ菌類 の役割だ。

5.4菌 類 による分解

土 に埋 め られた ウンコの分解 は、元 々その中 に

い る腸 内細菌 による分解 と土 の中にいるカビやキ

ノコによる分解の二つに分 け られ る。 そ して、最

終 的に分解が済 めば、ウンコは無臭 の土状 になる。

私 は この状態 を、落 ち葉 な どが腐 ってで きた もの
ふん ど

を腐葉土 と言 うの にな らって、糞土 と呼ぶ ことに

した。

土 の中で ウンコが糞土 になる までの変化 をみ る

と、姿形 は、元々の ウンコ→粘液～泥状 →弾力 の

ある柔 らか餅状 →弾力 の乏 しいチー ズ状 →糞土 と

い う経過、匂い は、元 々のウ ンコ臭→ヘ ドロ臭→

生臭 いエ ビ ・カニ臭 や傷 んだ野菜臭な どの異臭→

クローブの様 な香辛料臭、時 に針葉樹 の樹脂臭 や

キノコ臭→無臭 とい う経過 をた どる。そ して姿形

と匂 いの関係 はおおむね次 のようにな り、そ こか
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ら分解の時期を分けてみた。

粘液状=ヘ ドロ臭(分 解初期)

柔 らか餅状=異 臭(分 解中期)

チーズ状=香 辛料臭(分 解後期)

糞土=無 臭(分 解終了)

分解初期 には粘液～泥状/ヘ ドロ臭 にな るが、

これ は大腸菌や乳酸菌 な どの腸内細 菌が ウンコの

内部で嫌気性 分解 を行 うためだ ろう。 この状態 は

脱糞か ら1～2週 間後 まで続 く。次 に、土 の中に

いる菌が ウンコの表面 に取 り付 くと好 気性分解 が

始 ま り、粘液状 だったウンコは表面か ら徐 々に固

まって い き(写 真20)、 匂 いはヘ ドロ臭か ら異臭

へ、 さらに香辛料臭へ と変化 してい く。分解後期

のチー ズ状/香 辛料臭 の状態 は早い ものでは9日

後 に現れ、多 くは1ヶ 月後 あた りまで続 いた。 な

お、餅状/異 臭 の分解 中期 に入 る と、直径7～8

mm止 ま りの小 さな玉が ウンコに接 して現れ る。

これ はパ フンヒ トヨタケの菌核 で、少 な くとも17

点の野 糞跡 に出現 した。少 な くとも、と言 うのは、

ウンコ全体 を掘 り上 げて詳細 に調べたわけではな

いので、見逃 しも相 当数 ある と考 えられ るか らだ。

そして無臭 の糞土 に至 ったの は、早 い もので19日

後、多 くはお よそ1ヶ 月後だ った。

この様 な夏場 の分解速度 に対 して、冬場 の調査

で は約5倍 の 日数 を要 していた。掘 り返 し調査 を

3月26日 に、約半数 で切 り上 げたの は、分解が緩

慢 で変 化 に乏 しく、100日 以上経 って もほ とん ど

中期 まで の分解 しか見 られ なかったた めで もあ

る。 しか し、初夏 になって温暖 になれ ば、分解 は

一 気に進 んで いた。

ただ し、 この調査 は、茨城 県中部 の標高約100

m、 シイ・カシ帯の北限付近 で温暖、積雪 は年 にせ

いぜい2～3回 で地面の凍結 はない。冬 とはいっ

て も北海道 な どとはまるで条件が違 うことをお断

りしてお きた い。

写真20 分解中期に入ったウンコの断面。カビが表

面を覆 うが、内部はまだ泥状



写真2159日 後の野糞跡に開いた大穴

5.5分 解後に現れ る動物たち

まず は ミミズだ。掘 り返 し作業中 にもその姿 は

しばしば見か けたが、 ミミズが そこにいた ことを

最 も正確 に表 すのが、糞土 を食 べた ミミズのウン

コであ る団粒土 の存在だ。団粒 土 は40日 後 の野糞

跡 に初 めて出現 し、 それか ら2ヶ 月目の区切 りと

な る60日 後 までの問で は、20点 中に13点 、65%

の野糞跡 に現れた。3ヶ 月 目となる61日 後以降で

は、 それ は90%と い う高率だ った。

団粒⊥(ミ ミズの出現)か らわずか に遅 れて、

41日 後以降 の野糞跡 には、直径5cm程 の トンネ

ルが次々 と現れた。 これ はモグラの仲 間の もので

はないか と、私は考 えている。つ ま り、糞土 を食

べ に集 まって きた ミミズ を狙 ってやって来 るの

だ。中 には少数 だが、団粒 土が無 い(ミ ミズが い

ない)の に トンネルが貫通 してい る野糞跡 もあっ

た。 しか し、 これ はモ グラが偶然 そ こを通過 した

だ けなのだろ う。とにか くこの調査地 には、50cm

間隔 くらいで野糞跡が蜜集 しているのだか ら。

それ とは別 に、お よそ2ヶ 月後 くらいの野糞跡

に、 ウンコ とほぼ同 じ大 きさの大穴が ポ〉ッカ リ空

いているのが6点 ほ どあった。何者が空 けたのか

(食べたのか?)わ か らないが、つ るん とした きれ

いな空洞(写 真21)や 、掘 り起 こした時にア ンモニ

ア臭(小 便?)が した もの、 その中に植物 の芽生

えがあ る(草 の種が入 り込んだ)も の、 さ らには

雑然 とゴミが詰 まっている中 にク リの実や ちぎれ

た皮 が混 じっている穴 もあった。 ウ ンコが食べ ら

れて出来 た空洞 をネズ ミか何 かの小動物が寝室や

トイ レ、食堂 な どに利 用 していたのか もしれない。

5.6植 物 による無機養分の吸収

ミミズが作 る団粒土 は無機養分が豊富なだ けで

な く、保水力 に優 れ、通気性 も良 い とい う、植物

の根 に とっては理想的 な土だ。 まるでそれを待 っ

ていたかの ように、40日 後 に団粒 土が現 れて間 も

な く、早 くも42日 後 には豊か な養分 を求 めて野糞

跡 に木の根 が伸 びて きた。

根が現れた野糞跡(写 真22)は 経過 日数 が延 び

るご とに増 えてい き、42～60日 後 で は15点 中 に

4点 、27%だ ったが、3ヶ 月 目(61～90日 後)に

は30点 中に13点 、43%に 、そ して4ヶ 月 目で は

70%に 達 した。

さらに64日 後の野糞跡 では、その根 に菌根がで

きていた。菌根菌がつ けば養分吸収 はさ らに活発

にな り、樹々の生育 が良 くなるだけで な く、富栄

養化 した野糞跡 は急速 に元 の土壌 に戻 ってい く。

ちなみに64日 後以 降で根 の現れた野糞跡17点 の

うち、菌根がで きていたのは6点 、35%だ った。

野糞跡 に現 れた植物 は、木の根 に加 えて種子 の

芽生 えもあ った。夏場 の調査 では、46日 後 と79日

後 に現れた大穴 の中で、 それ を利用 していた動物

によって持 ち込 まれたのか、モヤ シ状 の芽生 えが

数本 ずつあった。さ らに2009年 の調査 では、50日

後 の野糞跡 で芽生 えが(写 真23)地 上 まで伸 び出

写真2259日 後の野糞跡 に伸び

てきた大量の木の根

写真23分 解終了後、50日 後の野糞跡

の地上 に伸び出 した芽生え
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していた。

これ らの芽生 えは私 のウンコが分解 されてで き

た無機養分か ら育 った もので、いわば私 の分身 と

い うか、生 まれ変 わ りで もある。排泄物 が新 しい

生命体 に蘇 る生 態系の循環 を、野糞 によってわず

か2ヶ 月足 らずで見せ て くれたのだ。

5.7キ ノコの発生

冬場 の調査野糞跡に、9月29日 にキノコが生 え

た。 この野糞跡調査で は、記録が済 んだ ら掘 り出

した ウ ンコや土 は元通 りに埋 め戻 して おいた の

で、 さっそ くキノコの発生 を継続観察す ることと

した。 あち こち4ヶ 所 に分 かれた調査地 に時々足

を運 んで様子 を見ていたが、全 ての地点で一・斉 に

記録 をとったのは、10月4日 、8日 、14日 、17日 、

25日 、27日 、さ らに これ以上新 たな発生 はないだ

ろう と考 えて、11月2日 で終了 した。

なお、2007年 に夏場の調査 を行 った野糞跡 はす

で に1年 以上経過 していたが、調査用 の地 図 と目

印の枯れ枝 や割 り箸 のお陰で、 まだ8～9割 は正

確 な位置 を確認 で きた。 こち らも念 のために調べ

てみたが、キ ノコの発生 は一切見 られなかった。

野糞跡 に生 えたキノコは、パ フンヒ トヨタケ と

アシナガヌメ リの2種 類 だった。パ フンヒ トヨタ

ケはその名前か らもわかる ように、本来 は草食動

物 の糞 に発生す るキ ノコだ。雑食性の私の ウンコ

の中か ら、植物由来の養分 を得た のだ ろう。 この

キ ノコは土 中(糞 土中)に 菌核 を作 る ことが最大
ぎ こん

の特徴 で、柄 の地中部分 は偽根 と呼 ばれ、細長い

根の様 になる。 しか し、成長 が速 く、直径1～2

cm程 の小 さな傘 は開 くとす ぐに溶 けて しまい、

キノコの完成形 に出会 うの はなかなか難 しい。 そ

んなこ ともあって見逃 しもい くつかあったに違 い

ないが、掘 り返 し調査時の菌核 の存在 や、成長途

中の小 さな幼菌 、そ して傘が溶 けた後 も残 ってい

る柄で、 ある程度 まではその発生 を確認 で きた と

思 っている。
一方の アシナガヌメ リは、動物の死骸 や排泄物

が分解 して アンモニアが発生 した所か ら生 えて く

るア ンモニ ア菌だ。 さらに樹木 と共生関係 を持 つ

菌根菌で もある。 このキノ コの肉質 は しっか りし

ていて古 くなって もなかなか腐 らず、乾 いて しな

びて、1ヶ 月 くらいその姿 をとどめていた。 こち

らのキノ コの発生記録 は、信頼性が相 当高 い と思

う。

さて、キノコの発生記録 だが、パ フ ンヒ トヨタ

ケ は63点 中の35点 にみ られ、発生率 は56%だ っ

た。だが掘 り返 し調査時 に菌核 を確認 していなが

らキノコが見 られなか った 「見逃 し」 が3点 あっ

124

た。これ を加 えれば38点 、60%に なるが、実際 に

はさらに多 くの見逃 しがあ ったか もしれ ない。

ア シナガヌメ リは37点 の野糞跡 に発生 し、その

発生率 は59%だ った。 ところで、この数字 は実 は

とんで もない驚異的 な もの なのだ。

私 はキ ノコ写真家 として30年 以上、精力的 に各

地 を飛び回 ってキノコを取材 して きた。 しか し、

1982年 に自分 の野糞跡 で見 つけたの と、1983年 に

アンモニア菌発生試験地 を案内 して もらった時 を

除 けば、 自然状態 で このキノコに出会 ったのは3

～4回 しか ない。実に10年 に一度 とい う珍 しいキ

ノコなのだ。 それなのに冬場 の野糞跡調査 で これ

程大発生 した とい うのは、一体全体 どうい うこと

なのだろ う?

なお、パ フンヒ トヨタケ とアシナガヌメ リ(写

真24)の 両方が発生 した野糞跡 は26点 あ り、なん

らかのキノ コが生 えたの は全部 で46点 だ った。そ

して、菌核が あって もいずれのキノコ も見 られな

か った2点 を これ に加 える と、少 な くとも48点 、

76%の 野糞跡 でキノコが発 生 した ことになる。当

初キ ノコの分解 をあてにして野糞 を始 めたのは、

けっして間違 ってはいなか ったのだ。

この冬場 の野糞 に対 して、夏場 の野糞 でのキノ

コ発生 はどうなのだろ う。2009年 の調査で も、発

生 した キノコの種類 は同 じだ った。ただ、パ フ ン

ヒ トヨタ ケは16点 中の10点 に、10月12日 ～12

月4日 に亘 って次々に生 え、意外 に遅 くまで発生

する ことに驚か された。 また、 キノコは見ていな

いが、菌核 を確認 したのが他 に1点 あ り、 これ を

加 えて11点 、発生率 は69%と 、冬場の野糞跡 とそ

れ程大 きな違 いはなか った。問題 はアシナガヌ メ

リであ る。

4月20日 に した野糞跡 には、小 ぶ りだが まあま

あしっか りしたアシナガ ヌメ リが3本 発生 した。

しか し、次 の4月30日 で は傘径1cm程 の貧弱 な

写真24 野糞跡に発生 したアシナガヌメ リ(左)と

パフンヒ トヨタケ(右)



ものが1本 生 えただけで、 それ以降の野糞跡 では

アシナガヌメ リの気配 は完全 に消滅 した。 これは

2007年 夏場の調査地点 で、2008年 秋 にはキノコの

発生が皆無 だった こととも密接 に関係 している。

この ときのパ フンヒ トヨタケは、2007年 の秋 に

発生 を終 えていた と考 えられ る。 しか し、 アシナ

ガヌメ リはアンモニア を得 てか ら発生す るまでに

半年以上かか るこ とがわかっている。発生す るな

ら、2008年 の秋 にな るはず なのに生 えなか った と

い うことは、ア シナガヌメ リは冬場の野糞跡 に し

か発生 しない ことを示 している。

パ フンヒ トヨタケは単 なる分解菌で、 ウ ンコ分

解の早 い時期 に取 り付いて必要な養分 をさっさ と

吸収 し、菌核 に貯 め込んで しまう。 しか し、 アシ

ナガヌメ リはアンモニア菌 であ る以上 に、菌根菌

で あ るこ とが足 かせ に なって いた と私 は見 てい

る。

夏場 のウンコ分解 では、動物 による食 分解 が旺

盛で、他のカ ビ状 のア ンモニ ア分解菌 も活発 に活

動 してい るだ ろう。 また、木の根が伸 びて きて菌

根 を作れ るようになるまで に2ヶ 月程 の時 間を要

す る。その頃にはアシナガヌメ リが必要 とする養

分 は、すでに底 を突 いてい るので はないか。 その

点冬場 の野糞跡で は、競争相手 があ まりいない と

い うことだ。

最近 とみ に生物 多様性 が言 われ るが、野糞の分

解 において もそれが見 て取れ た。た しか に分解 の

効率か らい えば、冬場 の野糞 は遅滞 ぎみで良 くな

いか もしれない。 しか し、 そうい う中で こそ生活

で きる生 き物 がいる し、 まだ まだ我 々の知 らない

自然の奥深 いシステムが働 いてい ることと思 う。

5.8糞 土の味を見る

良識派 を自任 し、科学 を信 じ、理知的で ある と

自分 では思 っていて も、 どうも人間 という ものは

感情 に流 されやすい生 き物 の ようだ。

分解 とは、物質 が単 に小 さ く細か くな ることで

はな く、分子 か ら原子 の レベ ル までバ ラバ ラに

なって、 まるっ きり別 な物質 になることではない

か。だ った ら、 ウンコだ って、分解 すればウ ンコ

としての汚 さな ど消 えてな くな るはず だ。 それ な

の に元 がウンコだ とい うだ けで、人々 の嫌悪感 は

少 しも減少す る ことがない。私 自身 もそ うだ った。

だか ら、 ここで ウンコが分解 してできた糞土 を口

にで きなけれ ぼ、世 間の常識 のおか しさや良識 の

いかがわ しさを批判 する ことな どで きない。それ

は、腐 ることの重要性 を知 らず に自然保護 を叫ん

で いた、若 い頃の自分 と同 じだ。

2008年6月15日 、脱 糞後170日 になる野 糞跡

に対峙 した。 ス コップを右手 に、土 に埋 めたウン

コを正確 に掘 り出すた めに撮 っておいた、 出 した

ての生ウ ンコ写真 を左手 に…。掘 り始 める とす ぐ

に、大 ・中2匹 の ミミズが這 い出 した。 さ らに慎

重 に掘 り進 める と、細 い根 と団粒土が現れた。匂

いはない。すで に分解 は完 了 し、木 の根が無機養

分 の吸収 を始 めてい る。意 を決 して団粒土 を一 つ

つ まみ… 口に含んだ。生 ウ ンコの影像が鮮 明に脳

裏 に焼 き付いた ままで。

アレッ?と 思 うほ どの呆気な さだった。 なん

の味 もしない。 いや、舌の上で唾液 にとろけて、

ね っ とりまろやか。 あま りに穏 やかな風味 に、 ウ

ンコであった ことな どたち まち意識 の彼方 に消 え

失せた。何 か しら味が感 じられない ものか と口の

中 を転が しているうち に、上 品なコクが広が って

きた。吐 き出すのが もったいない。豊か な慈味 を

感 じ、ああ、そうか!野 糞跡 に群が る大量の根 っ

この意味 に気がついた。 こんなに旨い ものな ら木

が放 ってお くはずがない。特上の ご馳走 に、我勝

ちに根 を伸 ば して くる木 の気持 ちが理解 で きた。

そして、分解 のすば らしさ と菌類 への感謝 の念 は、

さらに深 い ものになってい った。

た とえ分解 した とはい え、 ウンコを口に した な

どと聞けば、変人や狂人 扱いす るのが世 の良識 と

い うものだろ う。 しか し、私 は糞土 を味わ った こ

とで、良識 の裏 にひそむ無知 と無責任 と傲慢 さか

ら解放 された ような気が している。

翻 生態系の中で生きて行くために
近 年の環境 ・資源 ・食料 など様 々な問題 は、人

間の生活 だけでな く、地球上 のすべての生 き物の

生存 を脅 かす危機 的 な レベ ル に まで高 まって き

た。 ところが、国 も人 々 も根本的 な解決 を図 ろう

とする どころか、 うわべだけのエ コブームでお茶

を濁 した り、環境 問題 を新 たなビジネスチ ャンス

ととらえるな ど、 とんで もない流れが幅 をきかせ

ている。へた をす ると、多 くの環境運動 までが こ

の流れ を加速 し、加害者 にな りかねない雰 囲気 だ。

それ もこれ も、人間 は生 き物 であ り、生態系 の中

で しか生 きて行 けない とい う根本 を、 しっか り見

詰 め ようとしない ことに起 因 している と思 う。

人 は生 きるた めに食 べ る。 その食べ物 は肉魚 ・

野菜 ・穀物……すべて生 き物 だ。つ ま り、食 は他

の生 き物の命 を奪 って 自分 の命 にす るこ と。 しか

し、動物であ る人 間に とっては、 それ は生 きるた

めの宿命 であ り、権利 で もある

人 は食 べた ら出す。 そのウンコには多 くの命 を

奪 った ことへの責任が詰 まってい る。 しか も人糞
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には まだ まだた っぷ りの栄養が残 り、他の生 き物

のた めに 自然 に返 す のが、権 利 を行 使 して命 を

奪 った ことに対 す る責任 ではないか。人 間社会 で

は強 い批判 もよ くあ るが、野糞 こそはその責任 を

果 たすための最良の方法 なのだ。

『食 は権利 、 ウンコは責任、野糞 は命 の返 し方』

現在 は、ほ とん どの 日本人 は当た り前の ことと

して水洗 トイ レで排泄 してい るが、その糞尿が ど

うなってい るか、知 っているのだ ろうか。大部分

はゴ ミとして処理場で焼却処分 されているのだ。

私の住んでい る自治体で は、8万 人弱 の糞尿(尻

を拭いた紙 な ども含 まれてい るが)を 処理す るた

め に、1年 間 で12万 リッ トルの重油 を燃や し、164

万 キ ロワッ ト時 の電力 を消費 している。

命 の元 を自然 に返 さない どころか、 これ ほ ど大

量 の資源 とエ ネルギー を浪費 し、環境 を汚染 して

い る現実 を、 いったい どれだ けの人が 自覚 してい

るだろう。 これ は環境 問題 に真剣 に取 り組 んでい

る人 も含 めての ことだ。何 よりもまず、 自分 自身

の生 き様 を基本 に置 いて考 えていかな ければ、根

本的 な問題解 決には至 らないので はないか。

生態系が きちん と循環す るように、分解 の大切

さをしっか り考 える こと。 そして、 自分 が生 きて

行 く権利 だ けでな く、生 きる責任 をきちん と果た

す こ と。 この二 っが、 いま最 も求め られている重

要なテーマではないか。現在 の、そ して これか ら

のキー ワー ドは、分解 と責任だ と私 は考 えてい る。
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